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　　　くのおすすめする本は　
　　　『親友のたのみ』という
本です。この本はある青年とそ
の親友の話です。
　とあるマンションに住んでい
た青年が夜自宅で仕事をしてい
ると11時頃玄関のブザーが
鳴った。青年が玄関のドアを開
けるとその青年の親友が立って
いた。この親友とは中学、高校
と同級でそれ以来ずっと親しい

仲だった。
　親友はた
のみがある
と言うが、
青年は仕事
がいそがし
く「明日に
してくれ。」
とことわっ

た。
　するとしばらくした午前１時
に青年のもとに電話がなった。
青年が電話にでると、さっきの
親友の親だった。「あの…息子
が死にました。」と言うのだ。
青年はすぐ親友の家に向かった。
　親友の親から話を聞いたら、
不思議なことに親友の亡くなっ
た時間と青年の家に来た時間が
ほぼ同じということがわかった。
　次の日の夜、青年が親友のお

通夜に行ったあと家にいるとブ
ザーが鳴り、幽霊になった親友
がまたあらわれた。そして、
「ぼくは事故で死んだんじゃな
い。殺されたんだ。」と言った。
　会社での事件にまきこまれて、
殺されてしまった親友のたのみ
をきいて犯人を追いつめていく
という話です。意外な結末がお
もしろかったです。
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～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
　『親友のたのみ』（星 新一著）

岩村 颯士くん

〔緑町区〕

その若者には見たくないものが

視えた。他人の「死」が「運

命」が…。幼いころに両親と妹

を亡くした木山慎一郎には、友

人も恋人もいない。１日中働き

夜寝るだけで、夢も自信も持て

ない孤独な人生だった。その日

までは…。「愛」と「死」と「選

択」が巡る、人間の「運命」の

物語。慎一郎の「決断」が心を

揺さぶるおすすめの１冊です。

新潮社

小説

人間の「運命」が視える青年の物語
百田 尚樹著 /『フォルトゥナの瞳』

頑張る本屋さんのお仕事ぶりを描く
なかや みわ作 /『どんぐりむらのほんやさん』

来年の年賀状は個性のある絵手紙で
絵手紙いずみの会編 /『絵手紙の年賀状2015版』

ひつじ年のテーマに沿った、個

性あふれる楽しい年賀状作品を

数多く収録。郷土玩具やだるま、

花、野菜、果物、書の年賀状な

どさまざまな種類を掲載してい

ます。写真付きで書き方が紹介

されているので、絵手紙初心者

にもとても分かりやすくなって

いておすすめです。来年の年賀

状は、味わい深い絵手紙にチャ

レンジしてはいかがでしょうか。

日賀出版社

教育・娯楽

本場・スコットランドからウイ

スキーづくりの技術を持ち帰っ

た男・竹鶴政孝。そして、かの

地で運命的に出会い、彼を支え

続けた妻・リタ。日本のウイス

キー誕生の軌跡を、英国人研究

者が日英での綿密な取材を基に

丹念に描いたノンフィクション。

ＮＨＫのドラマ「マッサン」の

モデルである２人の、波乱の生

涯が読者の胸に迫ります。

ＮＨＫ出版

一般書

日本とスコッチはこうして出会った
オリーヴ・チェックランド著 /『マッサンとリタ』

どんぐりむらシリーズ第５弾の

お仕事は本屋さん。本が大好き

で読書家の「てんちょう」は、

いつもおきゃくさまにぴったり

の本をみつけてあげて、みんな

によろこばれています。日曜日

には、おはなし会が開かれて楽

しいおはなしが始まったのです

が…。本のもつ力、本の楽しさ

がたくさんつまった絵本。読み

聞かせにも、ぜひどうぞ。

学研教育出版

児童書

青年の前に、車にはねられて死んだはず
の親友が現れた。彼は会社に金の使いこ
みのぬれぎぬを着せられて殺されたと言
うのだが…。「ちょっと長め」の傑作。

今月の案内人

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

　klg110@town.kosa.lg.jp

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人３冊まで、８日間


